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１.整備方針 

本計画における整備方針は、市民の皆様の安全や資産の保護を最優先とし、市街化区域※で

の床上・床下浸水被害ゼロを目指し雨水施設の整備を進めて行きます。 

雨水施設の規模を決める降雨強度※は、冠水・浸水被害の報告があった降雨への対応や下水

道事業計画の計画降雨の検証を行います。また、流出係数※は、本計画で測定した値と下水道

事業計画で採用されている値を比較検討して決定します。 
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２.対策地区 

雨水施設の整備は長い期間を要するため、重点的に整備を行う地区となる「重点対策地区」

と「一般地区」に分けて整備を行っていきます。 

本計画では、「１ 近年、床下浸水が発生した地区」、「２ 浸水リスク評価が高い地

区」、「３ 現在下水道事業として雨水整備が進められている地区」から、優先的に整備を

行っていく地区を重点対策地区とします。 

 

 

図 5-1 重点対策地区選定の流れ 

 

重点対策地区は、床下浸水が発生し第４章の浸水リスク評価が２位であり、下水道事業が

継続中である「西部第３排水区」、床下浸水が発生した「東部排水区第６分区」とその地区に

隣接する箕田排水区第５分区の一部地区（本計画では該当地区を東部排水区第６分区-１地区

とします）、浸水リスク評価で１位となった「東部排水区第５分区」、北新宿第二土地区画整

理事業の進捗に合わせて雨水の整備が行われている「元荒川上流第１排水区」と「元荒川上

流第２排水区」の５排水区を重点対策地区とします。 

その他の地区は一般地区とし、本計画の当面～中期（計画策定より 10 年間）の計画ではソ

フト対策による浸水対策を行っていく地区とします。 

 

 
                         ５号調整池吐口 

                       （北新宿第二土地区画整理事業地内）  
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表 5-1 重点対策地区選定に関わる要因 

排水区名 重点対策地区選定に関わる要因 

西部第３排水区 

・令和元年度の東日本台風※で床下浸水が発生 

・浸水リスク評価で２位 

・下水道事業で雨水の施設整備を行っている 

１.床下浸水 

２.浸水リスク 

３.事業継続 

東部排水区第６分区-１地区 

（床下浸水発生地区） 
・令和元年度の東日本台風※で床下浸水が発生 １.床下浸水 

東部排水区第５分区 ・浸水リスク評価で１位 ２.浸水リスク 

元荒川上流第１排水区 
・北新宿第二土地区画整理事業の進捗に合わせ

て雨水の施設整備を行う必要がある。 
３.事業継続 

元荒川上流第２排水区 
・北新宿第二土地区画整理事業の進捗に合わせ

て雨水の施設整備を行う必要がある。 
３.事業継続 

 

 

図 5-2 重点対策地区図  
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３.計画降雨 

計画降雨は、雨水施設の能力や規模を決める要素の１つであります。 

下水道事業計画では、３年確率降雨となる 47.8ｍｍ/hr で計画・整備されている地区と、

５年確率降雨となる 57.0ｍｍ/hr で計画・整備されている地区があります。（３年確率降雨

で整備されている排水区は、放流先の元荒川の流下能力に合わせて３年確率降雨による整備

が行われてきました。） 

冠水・浸水被害の報告があった降雨と、本市の過去 20 年間で１時間降水量が 30mm（第

２章より、道路が川のようになる雨量）を超えた降雨は、表 5-2 のようになります。 

表 5-2 より、１時間降水量が 30mm を超えた日は 25 日ありました。下水道雨水施設の計

画降雨と比較すると、３年確率降雨（47.8mm/hr）で対応可能な降雨が 21 回となります。 

５年確率（57.0mm/hr）で対応可能な降雨は、３年確率降雨で対応可能な 21 回に５年確

率降雨でないと対応できない３回（表中の黄色着色）を合わせた 24 回となります。 

また、５年確率でも対応できない降雨が１回（表中の緑色着色、７年確率で対応可能）と

なります。 

５年確率降雨に対応する施設計画で、冠水・浸水被害報告のある降雨や過去 20 年間で 30

ｍｍを超える降雨の約 96％に対応ができるようになるため、本計画の計画降雨は５年確率降

雨の１時間降水量が 57.0mm とします。 

 

表 5-2 鴻巣観測所降雨記録 

（１時間降水量 30mm 以上） 

  

1時間降水量 1時間降水量

（mm） （mm）

1 R1.8.14 33.5　 ３年確率 14 H23.9.21 32.5　 ３年確率

2 H30.8.27 37.0　 ３年確率 15 H23.7.19 33.0　 ３年確率

3 H29.10.23 41.5　 有 ３年確率 16 H22.7.26 50.5　 ５年確率

4 H29.8.12 31.5　 ３年確率 17 H22.7.2 57.5　 ７年確率

5 H28.8.27 51.0　 ５年確率 18 H21.10.8 42.5　 ３年確率

6 H28.7.15 30.5　 ３年確率 19 H18.5.20 37.0　 有 ３年確率

7 H27.7.16 32.5　 ３年確率 20 H17.8.25 31.0　 ３年確率

8 H26.8.10 39.5　 ３年確率 21 H17.8.12 33.0　 有 ３年確率

9 H26.7.24 42.0　 ３年確率 22 H16.9.30 34.0　 ３年確率

10 H25.10.16 32.5　 有 ３年確率 23 H15.8.5 36.0　 ３年確率

11 H25.8.21 51.5　 ５年確率 24 H12.8.5 31.0　 ３年確率

12 H25.7.27 34.0　 ３年確率 25 H11.8.14 31.0　 有 ３年確率

13 H25.7.17 41.0　 ３年確率

日付 被害報告
対応可能

降雨強度
被害報告

対応可能

降雨強度
日付
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４.流出係数 

降った雨は、地中への浸透等で失われる水量と地表を流れて側溝などの排水施設に流れ込

む水量とに分けられます。 

降った雨の何割が地中へ浸透せずに排水施設に流れ込むかを表した数値を流出係数※とい

い、雨水施設の能力や規模を決めるための要因の１つとなります。 

流出係数※は、表 5-3 にある工種の面積を各排水区で測定し、工種の面積に基礎流出係数※

を掛け合わせたものを足し合わせ、全体の面積で割ることで算出できます。工種別基礎流出

係数※は、「下水道施設計画・設計指針と解説」に掲載されている値としますが、値には幅が

あるため中間値を採用しています。 

 

表 5-3 工種別基礎流出係数 

工 種 基礎流出係数※ 「下水道施設計画・設計指針と解説」 

屋 根 0.90 0.85～0.95 

道 路 0.85 0.80～0.90 

間 地 
（庭や緑地等） 

0.20 0.10～0.30 

 

重点対策地区の流出係数※の算定値と下水道事業計画の採用値は表 5-4(P.38)のようにな

ります。 

区画整理地内については、現況では間地が多くなってしまうため、本計画での流出係数※の

算定は行っていません。 

今回の測定した流出係数※と下水道事業計画で採用されている流出係数※の値には大きな

開きが無く、下水道事業計画の流出係数※の方が大きい値であるため、浸水対策施設の検討は

下水道事業計画での流出係数※とします。 
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５.対策目標 

本計画における重点対策地区の対策目標は、表 5-5 のようになります。 

 

表 5-5 重点対策地区における対策目標 

排水区名 整備の目標 確率降雨 流出係数※ 

西部第３排水区 床下浸水の防止 
57.0ｍｍ/hr 

（５年確率降雨） 
市街化区域：0.55 

市街化調整区域：0.40 

東部排水区第６分区-１地区 

（床下浸水発生地区） 
床下浸水の防止 

57.0ｍｍ/hr 
（５年確率降雨） 

市街化区域：0.55 
市街化調整区域：0.40 

東部排水区第５分区 浸水リスクの低減 
57.0ｍｍ/hr 

（５年確率降雨） 
市街化区域：0.55 

市街化調整区域：0.40 

元荒川上流第１排水区 事業の継続 
57.0ｍｍ/hr 

（５年確率降雨） 
市街化区域：0.50 

元荒川上流第２排水区 事業の継続 
57.0ｍｍ/hr 

（５年確率降雨） 
市街化区域：0.50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難する際の注意点 ～鴻巣市水害ハザードマップより～ 

水面下の危険にも注意 

避難の際は、できる限り高さのある

道路を通るようにしましょう。 

浸水場所では、側溝やふたがはずれ

たマンホールなどに注意しましょう。 

 

 



 


